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与によ っ て 誘導さ れる T N F
-

α の 産生を抑制 し

た . V r l 投与マ ウス 群におい て, ア ニ ソ ダミ ン は

6 0 % の 救命効果を示 した .

6 　 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 の 産 生 す る ペ ロ毒素に対す

るアジス ロ マ イシンの 防御効果

･小 原 竜 軌 ・ 張 慧 敏 ・ 山 本 達 男

新潟大学医学部細菌学教室

【目的】 T N F - α を始め と した サイ トカイ ン が腸

管出血性大腸菌感染症の 重篤化因子 である こ とが

明ら か にな っ てき た. 我々 は, ベ ロ 毒素投与マ ウ

ス に お い て
,
ア ジス ロ マ イ シ ン ( A Z M ) による ベ

ロ毒素の サイ トカイ ン産生誘導の抑制と治療効果

を検討した .

【材料と方法】 6 週齢の雄 C 5 7 B Iβ に経腹膜的に

べ ロ 毒素 1 ( V T l) 2 . 7 5 〃 g / k g of B . W . と A Z M

0 . 3 8
,
0 .7 5

,
1 . 5

,
3 .O m g / k g of B . W . を各々 同時に投

与 し
,

一

定時間後 に採血 した . 採取 した血液 の血

清中の サイ トカイ ン ( T N F - α
,
I L - 1

I
?

,
I L

-

6)

産生量を, E u S A 法で測定 した . さらに 1 週間後

の各群 の マ ウス の 生残数を比較した .

【結果 および考察】 マ ウ ス C 5 7 B L 6 を用 い た系

で
,
A Z M は V T l 投与によ っ て誘導される T N F -

α
,
I L - 1β, IL - 6 の 産生を抑制した . V T l 投与

マ ウ ス群におい て , A Z M は 4 0 % の救命効果を示

した .

7 　 小 児 よ り 検 出 さ れ た S .  p n e u m o n i a e ,  H .
'

,
.

)

'

i n f l u e n z a e の 薬 剤 感 受 性 に 関 す る 検 討
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近年小児より検出 される S .

'

a e
,
H .

L
'

n 血 e D Z a e の P R S P

1 　 P B P 2 ’迅速検出法による M R S A の鑑別全国的なサ

ー ベ

検出された S . p n e u m o D )
'

a e (1 99 5 年 3 0 株, 1 9 9 9

年 5 0 株) , H . L

'

n B u e n z a e ( 1 9 9 5 年 6 1 株, 1 9 9 9 年

5 0 株) の 経 口 抗生物質 に対す る薬剤感受性検査

を行 い , 耐性菌の 動 向に 関す る検 討を行 っ た .

D R S P は 1 9 9 5 年 p IS P 9 株 (30 % ) , 1 9 9 9 年 p IS P

2 7 株 , P R S P 3 株計 30 株 ( 6 0 % ) , B L N A R は

1995 年13 株 (2 1 % ) , 1999 年17 株 (34 % ) , β-

1 a c t a m a s e 産 生 H . L
'

n fl u e n z a e は 1 9 9 5 年 3 株

( 5 % ) , 1 9 9 9 年 1 株 (2 % ) 検出 され, D R S P ,

B L N A R の 増加傾 向が み られた . D R S P に対する

抗菌力が期待される C D T R の 薬剤感受性は, 1 9 9 5

年 M I C 5 0 0 .2 5 〃 g / m l , M IC 9 0 1 / ∠ g/ m l , 1 99 9 年

M I C 5 0 0 ･ 5 FL g / m l , M I C 9 0 1 i L g / m l と M I C 5 0 が 1

管上昇し, 感受性株が耐性株に推移 して い る傾向

を認めた .
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M R S A を は じめ とす る多剤耐性ブ ドウ球菌は

β ラ ク タ ム剤 に親和性の低い ペ ニ シ リ ン結合蛋白




